
[原著論文]
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Abstract
For a softball batter, it is important to be able to hit the ball with high velocity in order to get a 

hit in a game.　The purpose of this study was to clarify the relationship between batted ball velocity 
and physical performance in junior high school female softball players. Batted ball velocity, height, 
weight, base-running time, grip strength, back strength, vertical jump height, and medicine ball throwing 
distance （forward, behind, batting direction, non-batting direction） were measured for nine junior high 
school female softball players. As a result, batted ball velocity was not significantly correlated with 
height and weight. In the relationship between batted ball velocity and physical performance, significant 
correlations were found for grip strength, base-running time, vertical jump height, and medicine ball 
throwing distance （behind, non-hitting direction）. On the other hand, there were no significant 
correlation between back strength and medicine ball throwing （forward, hitting direction）. The results 
of this study would suggest that batted ball velocity is related to the power and linkage of the lower 
limbs and trunk.
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１．緒言

　ベースボール型競技である野球・ソフトボールは，

走・攻・守の要素から成り立つ．野球やソフトボール

において勝つためには，相手よりも多くの点数を取ら

なければならず，攻撃の中心となる打撃が重要になる．

ヒットの可能性を高めるための打撃課題として，川村

ら1）は正確に打つこと，飛距離の大きな打球を打つこ

と，速い打球を打つことが必要であると述べている．

打球速度についてはスイング速度と高い相関を示すこ

とが報告されており2）,3），小田ら2）が好打者の条件と

してスイングタイムが短く，しかもスイング速度が高

いことを挙げているようにスイング速度と打球速度の

関連性は高い．奥村3）は大学野球選手を対象にバット

スイングと体力要素の関係を検討し，スイング速度と

打球速度には握力，背筋力，立ち幅跳び，メディシン

ボール投げの関連性が高かったことを報告している．

また，宮口ら4）は小学１から６年生男女を対象にスイ

ング速度に関わる体力要因を測定し，10mダッシュ，

立ち幅跳び，反復左右跳び，メディシンボール投げ，

握力，背筋力，足趾把持力・挟力の中で中程度以上の

相関が認められたのは握力のみであったこと，および，

回帰分析により10mダッシュ，メディシンボール投げ

の影響度が高かったことを報告している．

　スイング速度や打球速度と体力要素の関係を示した

研究の多くは男子野球選手を対象としたものであり，

ソフトボールについては打撃局面ごとの運動イメージ

の検討5）やウィンドミル投法6）,7）についての研究があ

るが，打球速度と体力要素については検討されていな

い．特に，男子との体力差が顕著に見られる中学女子

選手を対象とした打球速度と体力要素の関係は全く明

らかではない．トレーニングの現場で測定可能な実践

的な体力測定項目と打球速度の関係性が明らかになれ

ば，実際の指導現場においてトレーニングの目的が明

確になり，合理的なトレーニングの実施に役立つと考

えられる．そこで，本研究では中学女子ソフトボール

選手における打球速度と体力要素の関係について明ら

かにすることを目的とした．

２．方法

1）被験者

　被験者は，中学校の女子ソフトボール部に所属する

１年生７名，２年生２名の計９名（身長：151.8±

4.6cm，体重：43.8±3.8kg）であり，右投げ右打ち

が５名，右投げ左打ちが３名，左投げ左打ちが１名で

あった．測定に先立ち，被験者と学校の指導者に対し

て，研究目的，測定内容および危険性について口頭で

説明し，参加の同意を得た．測定前には，普段通りの

ランニング，キャッチボール，トスバッティングなど，

十分なウォーミングアップを行った状態で測定した．

2）打球速度

　被験者は，ティースタンドにセットされたボール（ゴ

ムボール３号球）を，ティースタンドから打球方向に

１ｍ離れた地点に置かれたネットに向けて全力で打撃

した．測定者はネットの後方からティースタンドに対

してスピードガン（Sports Radar Tracer SRA3000，

ダイナテック社製）を向け，打球速度を測定した．テ

ィースタンドはベルトの高さになるように個人に合わ

せて調節し，バットは各自の使い慣れた物を使用した．

測定は３回打つ中で最大値を採用した．

3）体力測定項目

　形態項目として身長・体重の２項目は，測定の３ヵ

月前に中学校で実施された身体測定での数値を使用し

た．体力測定では瞬発力の項目として塁間走，垂直跳

び，メディシンボール投げ（前方・後方・打撃方向・

非打撃方向）の３項目を，筋力の項目として握力，背

筋力の２項目の計５項目を測定した．

①塁間走

　塁間走の測定には，普段練習しているグランドの本

塁から一塁（18.29m）を使用した．被験者はスタン

ディング姿勢から手を叩いた合図によりスタートし，

一塁ベースを踏んだタイムをストップウォッチを用い

て測定した．ソフトボールでは，守備者と打者走者の

交錯を避けるために一塁のみ守備者用と打者走者用の

ダブルベースが用いられており，打者走者用（オレン

ジベース）を使用した．測定は２回行い，速い方のタ

イムを採用した．

②握力

　スメドレー式握力計を用いて引き手と押し手（それ

ぞれ，バットを握り構えた下の手と上の手）２回ずつ

測定し，良い方の記録を採用した．

③背筋力

　背筋力計（ヤガミ社製）を用いて２回測定し，良い

方の記録を採用した．被験者は，背筋力計の台の上に

立ち膝を伸ばしたままハンドルを両手で握り，背筋を

伸ばして上体を30度に傾け，背筋力計の鎖の長さを

調節した．次に，膝や背中を曲げずに全力で上体を起
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こした．

④垂直跳び

　垂直跳びはセンサー式速度計測器（PUSH 2.0，

PUSH社製）を用いて測定した．被験者は腰の位置に

ベルトでPUSHを固定し，腕振りと反動を用いて全力

で跳躍した．測定は２回行い，良い方の記録を採用し

た．

⑤メディシンボール投げ

　メディシンボール投げでは，被験者は２kgのメデ

ィシンボールを両手で持ち，肩幅程度に足幅を開いて

立った姿勢から，助走を付けず反動を付けて前方，後

方，打撃方向，および非打撃方向に全力で投擲した．

メディシンボール前方投げ（前方投げ）では，被験者

は前上方に向かって下手投げを行った．メディシンボ

ール後方投げ（後方投げ）では，被験者は投擲方向に

対して後ろ向きに立ち，メディシンボールを頭上を通

して後方に向かって下手投げを行った．メディシンボ

ール打撃方向投げ（打撃方向投げ）では，右打者の場

合，被験者は投擲方向に体の左側を向けて立ち，左回

旋で横投げを行った．メディシンボール非打撃方向投

げ（非打撃方向投げ）では，打撃方向投げの逆方向の

回旋で行った．左打者の場合は，それぞれ回旋が右打

者と反対方向となった．投げる際は遠くに投げること

を意識させ，数回の練習を行わせた後，各方向１回ず

つ測定した．記録はメジャーで計測した．

4）統計処理

　測定値は平均値±標準偏差で示した．打球速度と体

力測定項目との関係を検討するためピアソンの相関係

数を求めた．有意水準は5%未満とした．

３．結果

1）打球速度と形態との関係

　Fig.1，2には，身長および体重と打球速度の関係を

示した．打球速度と身長（r=0.59）および体重（r=0.06）

の間に有意な相関関係は認められなかった．

2）打球速度と体力項目との関係

　Fig.3 ～ 11には，打球速度と各体力測定項目の関係

を示した．打球速度との相関係数をみると，塁間走

（r=-0.84， p<0.001）， 握 力（ 押 し 手 ）（r=0.90， 

p<0.001） ， 垂 直 跳 び（r=0.74， p<0.05）， 後 方 投 げ

（r=0.67， p<0.05），および非打撃方向投げ（r=0.85， 

p<0.01）との間に有意な相関関係が認められた．一方，

打球速度と握力（引き手）（r=0.64），背筋力（r=0.23），

前方投げ（r=0.63），および打撃方向投げ（r=0.53）と

の間には，有意な相関関係は認められなかった．
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Fig.2. 打球速度と体重の関係
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Fig.3. 打球速度と塁間走の関係
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Fig.5. 打球速度と押し手の関係
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Fig.6. 打球速度と背筋力の関係
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Fig.7. 打球速度と垂直跳びの関係
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Fig.8. 打球速度とメディシンボール前方投げの

関係
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Fig.9. 打球速度とメディシンボール後方投げの

関係
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Fig.11. 打球速度とメディシンボール投げ

（非打撃方向）の関係
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４．考察

1）打球速度と形態との関係

　文部科学省が実施した令和２年度発育状態調査にお

いて8），全国の12，13歳の平均身長，体重は，それぞ

れ12歳（１年生）：152.6cm，44.5kg，13歳（２年生）：

155.2cm，47.9kgであった．本研究の被験者の平均身

長， 体 重 は １ 年 生：151.1cm，42.7kg， ２ 年 生：
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154cm，47.5kgであり，身長・体重ともに全国平均

を下回っていた．

　本研究では，打球速度と身長・体重との間に有意な

相関関係は認められなかった（身長r=0.59，体重

r=0.06）．中山9）は，小学４年生から６年生を対象に

野球選手の身体特性を調査し，スイング速度と身長は

相関関係にあり，身長の高い選手は腕の長さも長く同

じ角速度で動作した場合でも回転軸からバットの先端

までの距離も長いことでスイング速度が速いと考察し

ている．一方，筒井ら10）は，一流アマチュア野球選

手および日米プロ野球一軍選手を対象に形態と打撃成

績の関係を調査した研究において，バットスイングの

スピードは身長と関係なく，身長の低い選手でも筋力

の強さがあれば鋭くバットを振りぬくことが可能であ

り，投球に対して強いインパクトを与えられると述べ

ている．さらに，高校野球のみに体重と長打率の間に

有意な偏相関関係が認められなかったと報告し，反発

係数の高い金属バットの使用により，木製バットを使

用する他群（NPB，MLB）に比べて体重の軽重によ

る影響がなかったと述べている10）．ソフトボールでは

カーボン複合素材のバットが用いられ，筋力の強さが

あれば強いインパクトを与えられるという点から，打

撃速度と形態に有意な関係が認められなかったと推察

される．

2）打球速度と体力測定項目との関係

　打球速度と体力測定項目との関係において，握力（押

し手）（r=0.90，p<0.001）との間に有意な相関関係が

認められた．奥村3）は大学硬式野球部に所属する男子

選手を対象にバットスイングと体力要素の関係を調査

し，バットスイング速度と押し手の握力との間に有意

な相関関係が認められたと報告し，バットを保持する

ことすなわちグリップ力と考えられると述べている．

また，志水ら11）の少年野球選手（４～６年生）を対

象にした研究でも，押し手の握力とスイング速度は有

意な相関関係を示していると報告された．これらの研

究結果は本研究の結果と一致しており，打球速度を高

めるために押し手の握力の重要性が示された．また，

以上の先行研究と同様に，本研究でもバットをリード

し操作する側の引き手の握力と打球速度の間に有意な

相関関係が認められなかった．したがって，打球速度

を高めるためには，バットを強く保持する押し手の握

力が重要であることが示された．

　瞬発力の体力測定項目である塁間走（r=-0.84，

p<0.001）， 垂 直 跳 び（r=0.74，p<0.05）， 後 方 投 げ

（r=0.67，p<0.05）と打球速度の間に有意な相関関係

が認められた．前方投げ（r=0.63，p=0.065）は有意

ではないものの比較的高い相関係数を示した．奥村3）

は打球速度と立ち幅跳びにおいて，中山9）は垂直跳び

とティー打撃時のバットスイング速度において有意な

相関関係が認められたと報告しており，本研究結果と

一致している．小田ら2）は打撃動作と床反力の関係を

検討し，スイング速度と床反力・パワーの間の相関関

係を報告している．打撃動作は地面からの反発を受け

た瞬発的な動作であり，打球速度を高めるためにはジ

ャンプや短距離走などに必要な下肢のパワーの向上が

重要であると示唆された．打撃動作は下肢または上肢

のどちらか一方のみの動きではなく，下肢から上肢へ

の連動した動作である．体幹を捻りながら横方向に投

擲する非打撃方向投げ（r=0.85，p<0.01）は，打球速

度との間に有意な相関関係を示した．澤村ら12）は大

学野球選手のスイング速度と体力要素を調査し，打撃

動作において体幹部の伸展パワー，回旋パワーが大き

く関与していると述べている．さらに比留間，尾縣13）

によると，大学野球選手を対象とした研究で打球速度

とメディシンボールサイドスローによる体幹捻転パワ

ーとの間に有意な相関関係が認められたと報告してい

る．堀内ら14）は大学・社会人野球選手のバッティン

グ動作の解析から，体幹や股関節で発生したエネルギ

ーを体幹を通して上肢やバットへ伝達させることが，

スイングスピードの増大に貢献すると推察しており，

打球速度を高めるためには，メディシンボール投げの

ような上肢と下肢の連動した水平方向の捻転パワーを

向上させることが必要だと考えられる．一方で，打撃

方向投げとの間には有意な相関関係が認められなかっ

た．ソフトボールの投球時と打撃時の体幹の回旋方向

について，利き側が右投げ右打ちや左投げ左打ちであ

れば両者は一致するが，右投げ左打ちの場合は逆方向

となる．つまり，投打の利き側の違いにより体幹の回

旋運動の技能特性が異なることが推測される．本研究

の被験者９名の中で右投げ左打ちは３名おり，体幹の

回旋運動の技能特性が異なる被験者が混在していたこ

とが，打球速度とメディシンボールの水平方向投げの

関係に影響している可能性が考えられ今後検討が必要

であろう．

　本研究では，握力，塁間走，垂直跳び，メディシン

ボール投げが打球速度と関連していた．このことから，

握力を高めるトレーニングや短い距離のダッシュ練習，

ジャンプなどの下肢の瞬発系トレーニングやメディシ

ンボール投げなどの下肢から上肢に連動した捻りを伴
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う瞬発系のトレーニングを取り入れることで打球速度

の向上が期待できるだろう．

　他の項目では，背筋力（r=0.23）の間に有意な相関

関係が認められなかった．背筋力については後方投げ

と使う筋は類似しているが，使い方が異なることが原

因であると推察される．すなわち，後方投げでは大き

な力を反動を用いて瞬発的に発揮するのに対し，背筋

力測定では等尺性の筋力が発揮される．打撃ではイン

パクトの瞬間に大きな力が発揮され，力の発揮様式が

異なるために背筋力に有意な関係が認められなかった

と考えられる．

５．まとめ

　本研究は，中学女子ソフトボール選手における打球

速度と体力要素の関係について明らかにすることを目

的に，女子選手９名を対象として打球速度と各種体力

要素を調査し，以下の結果を得た．

①形態とは有意な関係は認められなかった．

②体力項目では，塁間走，握力（押し手），垂直跳び，

後方投げ，非打撃方向投げに有意な相関関係が認め

られた．

③握力（引き手），背筋力，前方投げ，打撃方向投げ

に有意な関係は認められなかった．

　以上の結果から，ソフトボールのバッティングにお

いて打球速度を増大させるためには，下肢で発揮した

パワーをバットスイングに連動させる体幹の捻転パワ

ーとバットを強く保持する押し手の握力を高めること

が重要であると示唆された．
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